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子どもたちが未来の希望を語れるまちづくり

一般財団法人 長崎県子ども会育成連合会 専門委員長 谷 口  久 美 子

今和 5年度もいよいよまとめの

時期となりました。今年度は各子

ども会で、新たな思いで活動が晨

開されたことと思います。

私は、県子逹の専門委員を務め

て 2年 となりますが、子ども会で
の実践 は不足 してお り、 まだま

だ力不足です。 ここでは、私が現在取 り組んでいる

「まちづくり」の思いと「子ども会」への期待を述べよう

と思います。

○「横瀬地域づくり協議会」(今和 5年 5月 設立 )
私は現在、生まれ育った地域である西海市西海町横

瀬郷に新たに設立 した「横瀬地域づくり協議会」で、地

域マネージャーを務めています。

協議会設立まで、約 1年かけて有恙のメンバーが集

まり、複数回にわたるワークショップを重ねて、まち

づくりの目標や 10年間の事業・活動計画等をまとめて、

準備をしてきました。そして、今年度から具体的に活

動を始めています。

○「まちづくり」と「子ども会の充実」

我が協議会には現在、 3つ の部会があり、それぞれ
の目標、計画に沿って活動をしています。そのうちの

「子どもたちの部会」では、「地域学習の設定」「子どもが

安ヾ して遊べる・学べる:環境づくり」「国際交流・理解」

等とともに、当初から「子ども会の活性化」を目標に掲

げています。具体的には、「子どものリーダーの育成」

「子ども主体の活動の企画」を明記 しています。

今年度、早速、取 り組んだのが「英会話・言道教室」

の開設です。月 1回 土曜日の午前中に、地域の人が講

師となって、公民館を活用して、英会話と言道を学ぶ

場を設定しています。来年度も継続 してこのような学

ぶ場を提供 し、子どもたちがその成果を発表する機会

をつくりたいと計画中です。

○ふるさとを知 り、愛 し、誇 りに思う「地域学習」

今年度、協議会 と子ども会とが協働 して取 り組んだ

事業の一つが「ウォークラリー」です。企画の原案は協

議会で作成 し、子ども会に協力を呼びかけた形となり

ました。域内にある 3つ の子ども会の会長に、企画の

ねらいを理解 していただき、十ヵ傷議会と子ども会とで役

割分担をして、事業を実施することができました。

当日は、幼児から小・中学生、高校生まで参カロして、

縦割 り班編成で、クイズ解答やシール集めをしながら、

郷内の歴史や文化、風習をたどるウォークラリーは、

企画者の期待以上に、子ど

もたちは仲良く、楽 しく活

動できたようでした。同伴

していた保護者も地域のこ

とを改めて見直す機会 と

なったようです。

○子どもが主体の活動を企画する

今年度は協議会や子ども会の育成者等、大人主導で

行った活動が主となりました。この成果と反省を踏ま

えて、来年度は、各育成会とも事前によく連絡 し、協

議すること。そして、企画立案の場に子どものリーダー

が参カロして、子どもたち主体の活動を作 り上げようと

話 し合っています。

地域づくりでは、将来、地域の主人公 となるべき、

今の子どもたちが、地域への希望や思いを積極的に発

信 し、主体的に関わることができるように仕組むこと

が始要 と考えます。「子ども会」は、元気で明るい地域

づくりの中核的存在になることができると期待 してい

ます。
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本年度の全国大会は、今オロ5年 10月 27日 (金 )～29日 (日 )、 北海道札幌市で開催されました。
今大会のテーマは、『これからの子ども会～子どもたちと地域の未来に向けて～』です。
全国から約500老 が集まり、大会テーマのもと、熱ヾに研イ1多するとともに、各種交流を深めました。長崎県か

らは光御門長蔵会長以下全子逹表彰受賞者を合め 6名 が参カロし、他県 (政今市)子逹と積極的な情報交換等を行い、
有意義な大会となりました。
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主催者 未賓 全子連表彰 全子逹表彰

記念講演 受賞者を□む会・情報交換会 分科会報告 次期開催県あいさつ
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開催趣 旨(全子逹 )

大会 1日 目〔10月 27日 (金 )〕
※ア トラクション

1 開会式              14:00～
2 表彰式               14:30～
3 記念講演
・ 演題「子どものぼをのぞいてみれば

～地域医療から見る問題点と対策～」

・ 講師 中塚尚子 民
4 受賞者記念撮影          17:15～
5 受賞者を囲む会・情報交換会    18:30～

大会2日 目(10月 28日 (上 )〕
1 分科会 (午前の部 )
2 昼食
3 全体会 (分科会発表 )
4 閉会式
5 視察

大会3日 目〔10月 29日 (日 ))
1 視察
・ 選択コースに分かれて研修

(終了後 解散 )
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テーマ「これからの子ども会
～子どもたちと地域の未来に向けて～」

子ども会活動が衰退の一因として、地域のつなが

りの希薄化があげられます。地域のつながりにおい

て重要な地位を占める様々な地域活動の不活性状態
が、地域の教育力の低下や目の前の行事をこなすだ

けの、『つまらない子ども会活動』にもつながってい

るのかもしれません。
子ども会活動において言われて久 しい「地域の子
どもは地域で育てる」というスローガンは、地域の

すべての大人が関与 し、地域の人々の多様性を認め、
様々な池域活動を実施することにより、子どもたち

に様々な気づきの機会を与え、子どもたちを取 り巻
く環境に、より良い体験の機会をもたらし、すべて

の子どもたちに、ウェルビーイング向上の可能性を

秘めています。
こども家庭庁も発足 し動き出した今こそ、時代変
化に対応 し、多岐に渡る地域課題に目を向けて、子
ども会の様々な地域活動の先頭に立ち、けん引する
ことが、これからの子ども会の役割として求められ
ているのかもしれません。
今大会では、単位子ども会・育成者・指導者、逹

合組織、役員、地域課題、 SDGs等 、子ども会に
イ系る様々な課題に着目し、 9つ の分科会を準備 しま
した。時代の変化に対応 しうる、これからの子ども

会のかたちを、「光の大地 北海道」で未来に向けて
研究協議 します。

第56回 (今和5年度)全国子ども会育成中央会議・研究大会(札幌大会)

ｒ難 彎1鰈・
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本年度の九州地区子ども会育成研究協議会は熊本

市で開催されました。

大会テーマは「今こそ広げよう 子ども会会員の
輪」～熊本発信、新たなるステージヘ～です。
九ナ|｀1各県から約280名 が参カロし、熱′ヾな研究協議
が行われました。長崎県からの参カロ者は、九子逹表

彰受賞者を合め 13老 でした。
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第 1日 目(H月 |1日 (土 )〕
① アトラクション「ヴィーブル子ども劇団 :演劇」
② 開会行事 (開会式・表彰式)
・ 主催者 。来賓あいさつ

・九子逹表彰

③ 部会別研究協議
・第 1著 Iζ会 かたらんね 子ども会会員の減少問題

を考えよう |～みんなでワークショッ

プ～

・ 第 2部会 かたらんね 子ども会会員の減少問題
を考えよう2～事例発表をヒントに～

・ 第 3音 lζ会 かたらんね 子ども会運営について行
政とともに考えよう～事例報告・ディ

スカッション～

・ 第 4部会 かたらんね ユース(シニア)。 ジュニ
アリーダーの魅力～事例発檬■ ワーク

ンヨツプ～

④ '情報交換会

・ アトラグション「太鼓芸能集団 糸由衣」

第2日 目〔H月 12日 (日 )〕
① アトラクション『菊陽南小学校「鼻ぐり井手濠1」』
② 記念講演
・ 演題 「夢を口十える為に」
・ 講師 巻 誠一部 (元サッカー日本代表 )
③ 全体会 (部会報告)
④ 閉会行事 (閉会式 。大会旗引継ぎ)
0開催県あいさつ(熊本県)
・ 大会旗引継ぎ

・ 次期開催県あいさつ(沖縄県)

バ ル ー ンで お出 i`こ え

九州地区子ども会育成研究

協議会 と共催で、沖縄県にて開催されま

す。

吟 和 6年 |1月 16日 (上 )
(月 )〕
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本年度で43回 目を数える長崎県子ども会伝承芸能大会が、今和 6年 2月 4日 (日 )、 長与町民文化ホールにおい
て開催されました。部内はもとより県内各地から約360る の参観者がありました。開催にあたっては、地元時津

町子ども育成会連絡協議会 。長与町子ども会育成会逹絡協議会ならびに両町教育委員会の多大なご支援とご協カ

をいただきました。出演団体には県子逹会長から賞状 と記念品が贈 られました。

県教委
カロ藤 盛彦 課長

時津町
相り|1 節子 教育長

長与町
金山苛 良一 教育長

時津町教委
大工園 イ恙隆 課長

時津町子逹
調月筋 清治 会長

長与町子建
松下 一徳 会長

なづみ太鼓愛好会は、昭和55年 に

町内の人鼓愛好者 によって結成 さ

れ、時津町にそびえる「嗚鼓岳」から

名前をいただきました。平成 8年か
らは、後世への伝承のため、小中学

生を対象とした「なづみ大鼓ジュニ

ア」を育成 し、 とざつ夏まつ りや成

人式などの催 しに出演 しています。

浦安の舞の始まりは、昭和 13年 頃

で、戦争での中断の後、昭和53年 に復

活 し、その後は毎年本納 しています。

浦安の舞は、護国豊饒、家内安全の

願 いがいめ られてお り、踊 り手は

子々川地区に住む小学 6年生女子と
していますが、近年は人数不足によ

り、5年 生を合めて本納 しています。

元村子ども龍踊 りは、平成23年 か

ら元村龍踊 り保存会の子ども部とし

て活動を続けています。小学生から

中学生まで幅広 く、低学年は楽器、

高学年は踊 り子として年齢・学年を

超えて楽 しく活動 しています。毎年、

地域の文化祭への出演やネ申社の秋祭

りでの本納踊 りを行っています。

昭オロ62年 に、オロ大鼓による組太鼓

を編成 し郷上芸能として継承 し、地

区住民の親睦と地域発展 を目的に
「本川内琴ノ尾太鼓」が結成されまし

た。青年、中高生、小若 (小学生)で

構成され、郷土芸能大会、公民館ま

つり等各種イベントに出演 していま

す。

岡浮立は、約300年の歴史を持つ

行列浮立で、岡郷民がこぞって参カロ

し、俗に岡の十人浮立と言われてき

ました。昔は稲の虫追いや雨乞いな

どに行われ、近年では祝賀行事に催

されています。出し物は先頭から傘

鉾・カラ・矢箱・不ツヅミ・ササラ・

笛・カケ踊 り。大鼓・鉦と続きます。
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スタッフのみなさん

総合司会二催者挨拶 県子逹
会長 北御門 長蔵

祝辞 県生涯学習課
課長 カロ藤 盛彦 様

祝辞 島原市教育委員会
教育長 堀口 逹也 様

壼醤彗

難
会
者

松
本

紙
一　
琺

☆実践発表
①有明地区子ども会育成連絡協議会
松本 |二一 様
「子ども会活動の活性化を目

指 して」というテーマで取 り組

みま した。有明地 区で は、小

学生はほぼ 100%の カロ入率です。
子どもの健全育成が、明るい未

未づくりへの一番の近道と信じ、

取 り組んでいきます。

☆指導助言
県子逹専門委員

官田 龍郎 先生
子どものために地

域が一つになり、タ

しずつでも前進 して

いきましょう。地域

人材を活用 しましょ

つ。

研究協議会のようす

☆講評
島原市 社会教育課
課長 中村 憲一 様
時代がどんなに変わっ

ても子ども会の重要性は

変わ りません。今こそ子

ども会を盛 り上げていき

ましょう。

②島原市子ども会育成連絡協議会

野ロ ー徳 様
「子ども会活動を楽 しもう」という

テーマで本年度の市子逹子ども会行

事に取 り組みました。役員の笑顔、

lヵ劣力と団結力を垣間見ることができ

ました。このよい流れを継続するた

めに今後は若キ人材の発掘に取 り組

んでいきます。

☆閉会あいさつ
島原市子逹

会長 吉田  真 様
子どもの問題は大人の問題で

す。大人が子どものいい手本に

なりましょう。島原市には家庭

教育三・三・七拍子があります。
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大岩 道子夫姜 様

官田 籠郎 様

〔 個 人 〕

(団 体 〕

本田 新一 様

安
=lζ

具由美 様 平島一丁目子供会 様

‘
●
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個 人 長崎市 大岩 道子 長崎市青少年育成協副会長 27年

個 人 諫早市 [ゴ ロヨ 青ヒ良F 諫早市子逹専門指導員 42年

指導者

'也

区 ‐̀

長崎市

民  名

宮崎  孝

団体るおよび役職名

小島中校区青少年育成協会長

,|1勲■拳|

23年

大村市 吉津 光浩 大村市子逹一般理事 32年

対馬市 本田 新一 対馬市青夕年育成協会長 28年

指導者 長崎市 安部具由美 長崎市子逹専門委員 21年

宮崎  孝 様

::薔育:墓菫:盤整墨:主
伊田 圭佑

平島二・三・四丁目子供会
伊田 幸一

72年

岩井 竜也
平島一丁目子供会

岩井 オロ也
72年

岩崎 遼翔

子ども会 川オ朋町

栄町子供会
岩』苛 炒佳

72年
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今和 6年度 県子逹主要事業計画 (予定)

全国子 ども会安全共済会へのネッ トカロ入ができる市町子逹が増 えています !

☆全子逹のネットカロ入ページに分かり易いマニュアルがありますので、ご参照ください。

○ 前年度入力した老簿を次年度に移行でき、年齢も自動的に 1歳アップします。
○ 追加行事の書類は不要です。行事の前日までに入力するだけで補償の対象になります。
○ 被共済者の変更は、備考欄に記入するだけですみます。変更届は不要です。

① まずは、所属の市町子逹がネットカロ入を導入しているかを確認します。
② 全子逹 HPの安全共済会ネットカロ入ページに入ります。
③ ユーザー ID・ パスワードを独自に設定し、ぬ要事項を入力して単位子ども会情報を登録します。
④ 登録が完了したら、ログインしてカロ入者名簿や年間行事計画等を入力します。
⑤ 入力が終わったら、〈共済様式〉06と 会費を市町子逹に届けます。

※ ネットカロ入の導入がまだの市町子逹は、全子逹 HPか らネットカロ入ページに入 り、共済ネット
ID・ PW発行依頼フォームより ID・ PWを 取得 してください。
① 取得した ID・ PWでネットカロ入ページよリログインし、単位子ども会から提出された名簿。人数・
会費等を確認します。

費を県子逹に届けます。

※ ネットカロ入を採用した単子分のる簿や計画書の書類が無くなります。

出された〈共済様式〉06 県子逹様式 |・ 集計表 。会② 確認ができたら、従来どおり単子逹より提

県教育会館大会議室県子逹第 1回理事会 5月 17日 (金 )

県教育会館大会議室県子逹評議員会 6月 7日 (金 )

安全啓発〔初級〕指導者養戌講習会 6月 22日 (上 ) 県教育会館大会議室

県子逹ジュニア・リーダー研修会 7月 20日 (上 )～ 22日 (月 ) 上五島海洋青夕年の家

宮崎県青島青夕年自然の家九州地区子ども会ジュニア・リーダー研修会

全国子ども会育成中央会議 。研究大会 |1月 16日 (土 )～ 18日 (月 ) 沖縄県 :那覇市文化芸術劇場

県子逹伝承芸能大会 2月 9日 (日 ) 相浦 コミュニティーセンター

県子逹指導者・育成者研修会 未定 西海市

県教育会館大会議室県子逹第 2回理事会 2月 28日 (金 )

機|・‐ 鷲‡魯:‐ `,.‐鑢‐‐磯:.:‐薔‡鮮 ―機:磯 :‐‐‐1‐‐:‐罐群・薩:.:‐ 議難 磯難‐ヽ一‐‐壕卜・鷺叢: ,・饉津一:|1議壼 磯: ・機‐||||||1磯 1‐ 饉ヽ.:‐‐‐‐‐.1:雛 ‐磯年‐・ ‡議: 磯・ 1:.:‐‐‐111;議  磯:

ネッ トカロ入のメリット

8月 10日 (上 )～ 12日 (月 )
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今和 5年度 市町別カロ入会員数とカロ入率
今イロ6年 2月 1日 現在

※ 長崎県子連会員数の推移

長 崎 市 168 249 3,845 395 51 2,085 6,625 |.7% 20.3% 4.0% 14.7%

25.3%佐世保市 193 251 4,306 578 || 3,018 8,164 2.5% 34.|% 8.6%

島 原 市 132 22.|% 72.5%256 2,198 241 2,612 5,314 96.7%

諫 早 市 153 40.3% 15.7% 31.4%266 2,977 650 2,286 6,179

大 村 市 51 |13 757 130 27 741 |,768 2」 % ||.9% 4.3% 9.5%

平 戸 市 92 121 |,013 296 848 2,285 ||.7% 74.0% 40.7% 62.4%

松 浦 市 45.0% 55.5%59 61 654 268 15 748 |,746 8.2% 61.4%

対 馬 市 19 673 25.7% 22.|% 24.4%326 151 194

壱 崚 市 18 17 782 163 160 |,122 2.0% 60.2% 23.4% 47.4%

五 島 市 47 56 910 137 10 544 |,657 4.8% 64.4% 18.0% 48.|%

西 海 市 57 |18 |,000 437 19 |,001 2,575 13.3% 86.2% 71。 |% 81.0%

雲 価 市 101 256 |,473 356 |,758 3,843 16.|% 71.2% 35.0% 59.2%

南島原市

西彼杵郡

137 |,606 62

3:664111 ‐‐・・‐‐
―
1561:‐

|,639 3,453

451404‐

9.8% 84.3%

・・・・‐1‐215%

57.7%

.  28161%■‐

145

長 与 町 23 29 625 14 152 821 |.5% 26.6% |.3% 18.6%

日寺 j革 日丁 25 131 901 69 489 |,590 8.6% 53.5% 4.8% 31.|%

東彼杵郡

東彼杵町 20 19 269 55 186 529 8.|% 70.6% 28.2% 56.3%

川 棚 日T 33 50 588 241 645 |,526 9.5% 89.2% 73.7% 84.|%

北松浦郡

小値賀町 17 28 72 39 16 51 206 41.2% 88.9% 90.7% 89.5%

佐 々 町 24 52 697 322 505 |,581 6.2% 73.|% 70.6%

南松浦郡

新上五島町 51 581 124 |,583

※事務局

78 266 534

0 0 0 0 9 9 算出基準の未就学児・児童・生徒数は、

今オロ5年度長崎県統計による

97.3% 79.2% 90.8%

蝙眩顆

R4年度 |,472 2,453 27.370 4,993 313 21,198 56.327 4.5% 40.8% 14.3% 31.7%

R3年度 |,523 2,712 29,133 5,254 319 22,210 59,628 4.7% 42.8% 14.8% 33.3%

R2年度 15.9% 35.0%|,595 2,968 31,290 5,667 283 23,478 63,686 4.7% 44.8%

RI年度 |,716 3,517 34,013 6,254 48.3% 17.4% 37.8%319 25,837

H30年 度 |,779 3,579 35,567 6,690 315 26,850 73,001 5.5% 49.9% 18.3% 39.2%

H29年 度 |,819 3,682 36,713 7,144 357 27,818 75,714 6.0% 51.0% 19.0% 40.0%

H28年度 |,879 3,870 38,686 7,950 438 29,007 79,951 6.0% 54.0% 21.0% 42.0%

H27年度 |,927 3,704 56.0% 23.0% 44.0%40、 139 8,591 433 29,922 82,789 5.0%
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市町名

カロ入率 (

小学生 中学生 小中計

11429 ‐‐2麟0. ‐‐‐.25;580■‐‐・・‐・4,870. 20;205 |‐ 53;塚49■ [三二盤墜|| ‐■・・38β%■ 3013%‐

14.7%

4.5%

0.2%

1市 計 l:235 111903 ‐‐21lβ 47‐‐ 171634 ‐|・41% 3619%・ ,

72.3%

16.7%

. .― 193. :387・‐.‐3′ 133‐ ‐‐110061 ‐・ 148‐ 2:562 |17,8861` ・ ‐55,7% 26:0% 4418%

. A― |=■■―
11:42‐ 91‐ 212901 ‐■25580. 41870 ・‐―‐・ .,304‐・ :・20120.5 ‐531249‐

年 度
カロ )́( (力・

児童。生徒数〕

中学生 小中計

|IR 5年度 12129〔). |‐.25,580.・・
‐・41870.: ‐・・

|・・304‐‐ 20,205 ‐‐5a2491
.38:9%|

|‐

‐‐
|,410。 c‐
‐‐‐‐30.3%

69,940 5.6%


